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教えて!作業療法「アルコール依存症」

インタビュー：八谷隆之 氏（医療法人 河村クリニック）

まんが作業療法物語～アルコール依存症編～

施設紹介：医療法人社団 淡窓会 大分友愛病院
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教えて！教えて！
作業療法

アルコール依存症の原因
以下のような原因があります。
・本人の遺伝情報
・飲酒の開始年齢
・気持ちの慢性的落ち込み
・不安定な人間関係などの心理的要因
・生活環境
・日常のストレス

依 存 症 状
●渇

か つ

望
ぼ う

と飲酒行動
本来、飲酒してはならないような状況でも、強い飲酒欲求を感じることを「飲酒

渇
か つ

望
ぼ う

」と呼びます。アルコール依存症の患者さんは、この強い渇
か つ

望
ぼ う

にさいなまれます。
飲酒行動は「コントロール障害」と表現されます。少しのつもりで飲み始めても、

長時間飲んでしまう、量をたくさん飲んでしまうなどの状態を頻繁に認めます。
コントロール障害の典型は連続飲酒です。

●離脱症状
長年、ある程度の多量飲酒を続けていた人が急に飲酒をやめると、血中のアル

コール濃度が急激に低下し、体にいろいろな不具合が生じます。これを離脱症状と
いいます。

●社会的問題
アルコール依存症の患者さんは、多くの家庭的・社会的問題を引き起こします。 

最近問題になっている常習的な飲酒運転者の多くは、多量飲酒者かアルコール依存
症の患者さんです。またアルコールは、自殺、事故、家庭内暴力、虐待、家庭崩壊、職場
における欠勤、失職、借金など多くの社会問題に関係しています。

主な離脱症状

軽～中等症 手の震え、発汗、心悸亢進、高血圧、嘔気、睡眠障害、不安感、
うつ状態、イライラ感 など

重　　　症 けいれん発作、幻聴、幻視 など

「アルコール依存症」とは？
アルコール依存症とは飲酒のコントロールができず、大量に飲んでしまう、健

康問題などの原因がお酒だと分かっていても飲まずにはいられない状態です。
「大切にしていた家族、仕事、趣味などよりも飲酒を優先させてしまう状態」です。
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治 療 法
●解毒治療

アルコールを完全に断ち、体を解毒します。それにより現れた離脱症状を、薬で抑える治療が中心となります。

●作業療法
体が平常時の状態に回復してきた後に、断酒に向けての本格的なリハビリを開始します。
作業療法は以下のような流れで進んでいきます。

断酒継続を支援するとともに、再飲酒した場合には速やかに必要な治療を行います。一般にアフターケアの三本
柱は、「 ① 病院・クリニックへの通院、 ② 抗酒薬の服用、 ③ 自助グループ※への参加 」といわれています。
※自助グループとは、同じ病気や障害を持つ人たちが互いに励ましあいながら、さまざまな課題を克服していくための活動を行う
　集団です。アルコール依存症の患者さんでは、断酒の継続を目的として、自己の体験を語り合うなどの活動が行われています。

飲酒問題の現実に直面化する

アルコール依存症の特徴は「自分はアルコール依
存症ではない」と、病気と向き合えないことなんだ。

作業療法では、創作活動（書道や手芸など）
やスポーツなどがよく行われるよ。 集中することや発
散する場を作ることでお酒を飲みたいという気持ち
を和らげるんだ。

退院後、依存症を繰り返さないために、断酒会
や AA（アルコホーリクス・アノニマス）といった自助グ
ループへの参加も大切だよ。

アルコール依存症についての学ぶことから始める
よ。同じ苦しみを持つ人たちと、交流し、話し合う
場を作り、自分の病気を知ることで、断酒を決意
できる人も多いんだ。

退院後の生活を想定して、職業訓練やストレ
スに対処するためのリハビリを行うよ。家族や職場
の人に病気を説明して、周囲の理解者を増やすこ
とも大切なんだ。

断酒を決意する

断酒継続のためのリハビリを行う

退院・社会復帰への準備

退院後のアフターケア

カウンセ
リング
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Hachiya Takayuki

アルコール依存症（患）者への支援インタビュー

医療法人 河村クリニック
作業療法士

八
は ち

谷
や

 隆
た か

之
ゆ き

氏

●‌�アルコール依存症（患）者への支援を行っている作業療法士 八谷 隆之 氏に話
を聞きました。

Q１. 作業療法士は当事者や家族の方々にどう関わっていますか？
A‌�　アルコール依存症の方が地域へ戻る際には、周りの方々の理解や協力が必要であり、まずはアルコー
ル依存症がどういった病気であるかということを知ってもらうことが重要です。まずはアルコール依
存症が病気であることを知ってもらいます。早めの受診・早めの介入が良いとされているなか、自分
はアルコール依存症ではないと思う方が多く、なかなか治療に繋がっていないのが現状です。当事者
の方々の多くは“死ぬほど止めたくて、死ぬほど飲みたい”そんな葛藤があるなかで、治療機関を受診
したときが最大のチャンスだと思っています。その後、その方に合った治療方法で介入を開始します。
最初に健康状態を確認すること、またその方を取り巻く環境（家庭・職場・友人など）や依存症に至っ
た経緯を知ることから始めます。アルコール依存症の場合、自分の苦しさ・痛み・寂しさなどを紛ら
わすためにアルコールを必要とします。そこで何が原因でアルコールに頼らないといけなかったのか
を知ることが大切だと考えています。

Q２. 当事者と関わるうえで大切にしていることは何ですか？
A‌�‌�　基本的に人に心を開くことが苦手で、一人で悩みを抱えてこられた方が多いため、当事者の不安や
混乱をとくことから行っています。そのためいつでも、どんなことでも相談できるといった姿勢を心
がけています。また、一度断酒できたら終わりではありません。その後、再発しないように予防して
いくことが大切です。そのため当事者の方とは再発予防に向けた支援が長くできるように関わってい
くことが大切なのです。
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Q３. 地域に戻る際の支援、その後のフォローは？
A‌�‌�　入院期間を終え飲酒をやめることができたあと、何をしてよいか分からず、再び飲酒を始める方が
多いです。そのため、地域に戻る際には様々な方向性を提示していくことが大切です。例えば一緒に
ビリヤードをしたり、ボランティア活動に参加をしたり、依存症の方に、一生懸命になれる活動を伝
えることが作業療法士の役割だと思っています。また、どういった場面でお酒を飲みたくなるのか？
飲みたくなった時の対処法は何か？お酒を飲むことでのメリットとデメリットは何か？などの心理教
育を一緒に行い、その方のパターンを知っていくことで、今できること・できないことなどを整理し
ていきます。グループセラピー（当事者同士が話す場）の参加を勧め、自分の経験を語ることや回復し
た人の話を聞くことで振り返りを重ねます。その後、地域で行っている自助グループの参加へつなげ
ていきます。

Q４. アルコール依存症について何かアドバイスはありますか？
A‌�‌�　アルコール依存症は正しい知識をもって治療を受ければ回復する病気です。そのため、まずは早め
に医療機関を受診してほしいと思います。

PROFILE

河村クリニックではアルコール・薬物・ギャンブル依存症の
外来治療プログラムを行っています。

「薬物依存症外来プログラム 大分SMARPP（スマープ）」
【曜日】毎月第2・第4土曜日（祝日を除く）
【時間】13：00 ～ 15：00（休憩あり）
【場所】河村クリニック別館 おひさまビル２階

　少人数のグループで、どうすればお酒や薬やギャンブルをやめられるのか。月２回、依存症
専門のスタッフと共に、様々なワークとテキストを使いながらともに考えます。
　大分SMARPPは仲間とともに回復を目指します。回復の道は一人では歩めません。医師、作
業療法士、精神保健福祉士、臨床心理士、そして経験を分かつ仲間があなたを支えます！

【お申込み】
（１）予約　①医師の診察　②スタッフとの面談を受けていただきます。
（２）参加　テキストはこちらで用意いたします。外来にて参加受付を行い会場におこしください。
　　　　　SMARPP参加にはデイケア利用料（診察料込）がかかります。

　その他にも、嗜癖に偏りがある方々が、主にミーティングを通じて、回復をめざすプログラ
ムも実施しています。

詳細は河村クリニックへお問い合わせください。

八
はち

谷
や

　隆
たか

之
ゆき

2012 年　小倉リハビリテーション学院卒業
2012 年　河村クリニック入職

勤務先
施 設 名：河村クリニック
所 在 地：大分市金池町２丁目１２－８ ひこばゆビル３階
電　　話：０９７－５４８－５５７０
スタッフ：作業療法士 5 名
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医療法人社団 淡窓会
大 分 友 愛 病 院
所　在　地：大分県日田市大字上野1番地の1
　　　　　　 TEL 0973-23-5151
病　床　数：‌189床
　・精神病棟………………69床
　・精神療養病棟…………60床
　・認知症疾患治療病棟…60床
診 療 科 目：内科、精神科
対 象 疾 患：アルコール依存症、認知症
職　員　数：126名（うち作業療法士5名）

当院は、昭和 56 年、県下唯一のアルコール依存症専門病院として発足し、
ARP（アルコール依存症リハビリテーションプログラム）に沿っての治療、さ

らに、学習会や自助グループ（断酒会※ 1・AA※ 2）、家族会などの支援も行ってい
ます。その中で作業療法では、①基礎体力の維持・改善、②生活のリズムの獲得、
③対人関係能力の向上、④集中力・持続力の向上、⑤余暇活動・趣味の獲得など
を目的とし活動を実施しています。内容としては、体操、散歩、スポーツ、創作活
動、カラオケ、映画鑑賞、さらに季節に応じて花見や秋祭りなどの行事を行なっ
ています。その中でも特に創作活動は、患者様一人一人が集中して取り組め達
成感を味わうことができるよう支援しています。また、作品を通してスタッフ
だけでなく、周囲の方との関わりを持つよい機会にもなっています。

また、平成 15 年 10 月には認知症疾患治療病棟が加わり、OT が専従し対象
者それぞれ心地よいと思う感覚や活動（例：音楽や昔の遊びなど）を選択し、提
供することで、心身機能への良質な刺激の増大を図ります。集団活動の中でも
個別に関わりを持ちながら活動や発話を引き出し、患者様の生活援助に携わっ
ています。

今後も、患者様が楽しく活動に取り組み、よりよい生活が送れるよう、個別的
な関わりも大切にして支援したいと考えています。
※１：断酒会…アルコール依存症から回復し、自力更生するための、相互援助団体。
※２：AA…アルコホーリクス・アノニマス（Alcoholics Anonymous）…アメリカで始まった
　　　飲酒問題を解決したいと願う自助グループの集まり。

作業療法室

OTスタッフ

記事担当者／三苫 美香

患 者 様 の 作 品

施
設
紹
介

作
業
療
法
に
お
い
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
取
り
組
む
施
設
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大分県は全国に先駆けて認知症支援に力を入れて取り組もうとしてお
り、特に豊後高田市や臼杵市では急速に取り組みが進んでいます。そこで今
回は、昨年度に引き続き、県内の認知症初期集中支援の動向について取り上
げました。

午前中は、石井義恭氏より、臼杵市での認知症初期集中支援チームの立ち
上げの経緯から現在の取り組みについてお話いただき、その後、吉田知可氏
より大分県の各市町村の取り組みについてお話いただきました。午後には、
県内の疾患医療センターの作業療法士 3 名から事例や現状について報告し
ていただきました。

今回の研修会も、多職種の方の参加もあり、質疑応答では有意義な意見交
換を行うことができました。また、石井氏より、「今後、作業療法士に求める
こと」についてご意見をいただき、より私たち作業療法士が地域で積極的に
活躍していく必要があると感じた研修でした。

大分県福祉保健部 高齢者福祉課 
吉田知可氏の講演

地域包括支援センターコスモス 
石井 義恭氏の講演

テーマ：「いざ認知症支援の最前線へ」
　　　　～県内の認知症初期集中支援の今～

●開催日時：平成27年8月23日（日） 10：00 ～ 15：00
●開催場所：大分県消費生活 男女共同参画プラザ アイネス

●内　　容：県内の認知症初期集中支援チームの動向および
　　　　　　臼杵市の取り組みについて
　　　　　　①講演「認知症の方に対する地域包括の取り組み
　　　　　　　　　　～臼杵市の今～」
　　　　　　　石井 義恭 氏 （地域包括支援センターコスモス センター長）

　　　　　　②講演「大分県の認知症初期集中支援チームの動向」
　　　　　　　吉田 知可 氏 （大分県福祉保健部 高齢者福祉課）
　　　　　　③事例報告
●参加者数：66名

第33回 全体研修会
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作業療法一日体験
＊高校生が作業療法を体験＊

今年度も 7 月から 8 月にかけて、高校生を対象とした「作業療法一日体験」を実施しました。60施設を
超える病院や施設で過去最多の197名の高校生が参加しました。作業療法の実際の現場を体験し、「今回の
体験に参加することができて良かった」「作業療法士の仕事内容がよくわかり、利用者一人一人に向き合え
る、とっても良い仕事だと思った」「今後の進路選択に役立てたい」など、さまざまな感想が聞かれ、作業療
法士を目指すきっかけになったのではないかと思います。今後も、本事業に一層力を入れ、将来を担う作業
療法士の育成につなげていけるよう努力していきたいと思います。

受 け入 れ 施 設 の 感 想
●参加した高校生は、将来どのような職業に就きたいという

考えを持っており、こちらの説明に対しても真摯に聞いて
いました。また障害や病気のことも少し勉強しており一日
体験に対する参加意識の高さを感じました。

●作業療法士の説明をしっかりと聞き、患者さんと直接かか
わる事で作業療法士の役割やリハの必要性を学んでいる様
子でした。自ら気になることは質問するなど、有意義な時
間を過ごせたのではないかと思います。

●一人一人利用者としっかり向き合い、交流していました。
普段、作業療法の仕事というものを学生は体験することが
ない為、事業を受け入れて、説明・体験してもらえて良
かったと思います。

●作業療法士がどんなことをするのか分からないと話す学生
もいたので、身近な職業に感じてもらう良い機会になると
感じました。　

高校生の感想
今回の体験を通して

、自分の中での作業療
法士の

イメージがすごく変
わりました。将来は人

とコミュ

ニケーションをとり
ながら、患者さんと一

緒に成長

していける職業に就
きたいと思っている

ので、是非

参考にさせていただ
きます。　

高校生の感想
作業療法士の仕事内

容がよくわかり、利用
者一

人一人に向き合える
、とっても良い仕事だ

と思い

ました。また利用者の
為に工夫したメニュ

ーや道

具があり、すごく感動
しました。　

高校生の感想
体験するまであまり知らなかったのですが、患者さんの笑顔が見られる作業療法士の仕事は、やりがいがあっていいなと思いました。　

高校生の感想
作業療法士は、様々な

場面で患者さんの日
常

生活での動作や心を
サポートし、少しでも

早く

自宅に復帰しできる
ようお手伝いをする

仕事

だとわかりました。私
もそんな人の役に立

てる

作業療法士になりた
いと思いました。　

博愛診療所 明和記念病院

大分東部病院

長門記念病院

明和記念病院

博愛診療所
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平成 9年資格取得後、就職したときはほとんど一人職場でした。その頃の私は、研修会

などへの参加の必要性は感じていたものの、忙しさや地理的なこと、一人での参加に不安

があることなどを言い訳に、なにもせず現状に甘えていたと思います。

数年間そのような状況が続き、思いがけず協会活動にかかわることになりました。経験

年数などから仕方ないかといった、消極的な思いの中で始めたのが本当のところでした。

しかし、いろんな研修会に参加することで知り合いも増え、参加することに何のためらい

もなくなっていました。日常の悩みを解決するようなヒントが見つかり、最新の情報を知

ることができるだけでなく、参加者とも同じ作業療法士としての仲間意識が高まります。

専門職である私たちは、現状に甘えず、常に自己研鑚していく必要と責任があります。「自

分で勉強します」といってもなかなか難しく、モチベーションを維持するのは想像以上に

難しい。資格取得後、いかに自己研鑚してきたかで数年後には大きな差となって現れて

きます。

今、就職したばかりの頃の私と同じ状況になっている方には研修を含めた協会活動への

参加を提案します。目的があっての参加が望ましいとは思いますが、悩んでいる時にいろ

んな刺激を受けるのもありじゃないでしょうか。協会活動はタイムリーに、分野別に、時代

に添っていろんな情報を提供してくれます。これからは、協会から何かしてもらうのでは

なく、積極的に参加し、私たちで盛り上げていくことを考えた方が楽しいと思いませんか。

協会活動って面白い、そう思うまで私はかなりの年数を要しました。実にもったいな

かったです。そう思っている私は今、後輩達にこのことを伝えたいと思い取りあげさせて

いただきました。

後輩のみなさんへ

日田玖珠支部  支部長 伊 賀  信 也
（訪問看護ステーション いわさと）

伝以心DEN心作業療法コラム
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活動報告 2015年7月▶2015年10月

生活行為向上マネジメント研修会
テーマ：「生活行為向上マネジメント 基礎研修会」
日　時：平成27年7月12日（日）9:30～17:00 
場　所：大分県消費生活・男女共同参画プラザ アイネス　
講　師：有村 正弘
　　　　（活きがい発電所／代表取締役／作業療法士）
内　容：①講義（生活行為向上マネジメント概論）
　　　　②演習（個人ワーク・グループワーク）

現職者共通研修Ⅲ
日　時：平成27年8月20日（木）19:30～21:30
場　所：中津文化会館　
内　容：事例報告と事例研究
講　師：岩崎 伸一郎（中津支部長／いずみの園）

第33回全体研修会
テーマ：「いざ認知症支援の最前線へ
　　　　～県内の認知症初期集中支援の今～」
日　時：平成27年8月23日（日）10:00～15:00
場　所：大分県消費生活　男女共同参画プラザ　アイネス
内　容：県内の認知症初期集中支援チームの動向および
　　　　臼杵市の取り組みについて
　　　　① 講演 「認知症の方に対する地域包括の取り組み
　　　　　　　　～臼杵市の今～」
　　　　 　講師：石井 義恭
　　　　　　　　（地域包括支援センター コスモス センター長）
　　　　② 講演「大分県の認知症初期集中支援チームの動向」
　　　 　　講師：吉田 知可（大分県福祉保健部 高齢者福祉課）
　　　　③ 事例報告

作業療法フェスタ2015
日　時：平成27年8月30日（日）10:00～15:00  
場　所：イオン パークプレイス大分店　
内　容： ① うちわ作り　
　　　　② 作業療法クイズ　
　　　　③ 福祉用具体験　
　　　　④ めじろん元気アップ体操

現職者共通研修Ⅳ
日　時：平成27年9月6日（日）9:30～12:40　
場　所：ホルトホール大分　
内　容：① 作業療法の可能性　　　　　
　　　　　 講師：後藤 英子
　　　　　　　　 （常務理事／大分リハビリテーション専門学校）
　　　　 ② 日本および世界の作業療法の動向
　　　　　 講師：大田 繁（高田病院）

生活行為向上マネジメント基礎研修会
日　時：平成27年9月17日（木）19:30～21:00
場　所：ホルトホール大分　
講　師：大田 繁（高田病院）
内　容：生活行為向上マネジメントの基礎研修

現職者共通研修Ⅱ
日　時：平成27年9月24日（木）19:30～21:00
場　所：藤華医療技術専門学校　
講　師：中村 雅之（大野支部長／ニコニコ銘水苑）
内　容：保健・医療・福祉と地域支援

現職者選択研修（身体障害領域）
日　時：平成27年9月27日（日）9:30～16:40
場　所：大分岡病院 サイバーナイフ棟　
内　容：① 生活不活発病（廃用症候群）の改善と
　　　　　 予防にむけた作業療法
　　　　　 講師：平野 政治（常務理事/明和記念病院）
　　　　② 心疾患を有する対象者への作業療法
　　　　　 講師：真田 康孝（南山園）
　　　　③ 転倒骨折による作業療法
　　　　　 講師：石田 聡（大分三愛メディカルセンター）
　　　　④ 脳血管障害に対する作業療法
　　　　　 講師：矢野 高正
　　　　　 　　　（財務部長／別府リハビリテーションセンター）

現職者共通研修Ⅴ【事例検討】
日　時：平成27年10月4日（日）9:30～12:40  
場　所：大分リハビリテーション専門学校
内　容： ① 口述発表形式の事例報告を聴講
　　　　 ② 事例や内容についての検討会（質疑応答）

■コンセプト 
　大分県といえば「おんせん県おおいた」、温泉といえば「温泉卵」。
キャラクターモチーフを“卵”としたのは、県の特色のみを表現したもの
ではありません。 
　卵は、生でも半熟でも完熟でもそれぞれの味わいがあります。そして様々
な料理にやわらかな味わいを与える特性を持っています。
　この卵の特徴と、『元気な人も、病気や怪我をおった人もそれぞれの味
わいや豊かな個性、強みがある』という作業療法の思考と重ね、デザイン
しました。
　丸い体は、作業療法の優しい雰囲気が出るように。体と杖で作業療法

『OT：Occupational Therapy』を表現しています。 

 公益社団法人大分県作業療法協会
イメージキャラクター紹介

原画作成者：神谷輝子（長門記念病院）
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●本誌に掲載している写真については、すべてご本人・施設の了承を得ています。

公益社団法人　大分県作業療法協会
〒870-0038 大分県大分市西春日町3-2 大分県作業療法協会ビル

TEL：097-547-8662  FAX：097-547-8663
http://www.oita-ot.com

リハビリテーションのことや、作業療法
のことで分からなかったり、お困りのこ
とがありましたら、右記までご連絡くだ
さい。
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